
次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。 ５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

①　3x （x－4y）

③　
1
3 a （9a－12b）

②　（2x－ y＋4 z）×（－4x）

④　（4a－12b－24）×（－ 
1
4 a ） 

①　（a＋3b）（x－2y）

①　（a－2b）（2a－6b＋1）

③　（2x－5）（y＋3）

②　（x－2）（y＋7）

②　（2a－4b＋3）（a－3）

④　（3x＋2）（y－4）

⑤　（3a＋4）（a－6）

⑦　（2a＋ b）（4a－5b）

⑥　（4a＋2）（a－3）

⑧　（2x＋5y）（3x－7y）

①　（8a 2－10a）÷（－2a）

③　（8xy＋12x）÷ 
4
3 x

②　（9x 2y－12xy）÷3xy

④　（6x 2y－12xy 2）÷（－ 
6
5 xy ）

③　 3x－4
3x－7×

④　 x＋6y－5
x－3y×

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

５点×４

①

②

③

④

次の式を展開しなさい。

次の計算をしなさい。

3x 2－4x x 2＋6xy－5x
－21x＋28 －3xy －18y 2＋15y

3x 2－25x＋28 x 2＋3xy－5x－18y 2＋15y

＝3x× x－3x×4y

＝（8a 2－10a）×（－ 
2a
1

 ） ＝（9x 2y－12xy）× 
3xy
1

＝（6x 2y－12xy 2）×（－ 
6xy
5

 ）
＝－ 

1
6x 2y

 × 
6xy
5

 ＋ 
1

12xy 2
 × 
6xy
5

＝（8xy＋12x）× 
4x
3

＝ 
1
8xy

 × 
4x
3

 ＋ 
1
12x

 × 
4x
3

＝  
3xy
9x 2y

  － 
3xy
12xy

＝－ 
2a
8a 2

 ＋ 
2a
10a

＝ 
a
3

 × 
1
9a

 － 
a
3

 × 
1
12b

＝ 
1
4a

 ×（－ 
a
4

 ）－ 
1
12b

 ×（－ 
a
4

 ）－ 
1
24

 ×（－ 
a
4

 ）
＝－ 

1
4a

 × 
a
4

 ＋ 
1
12b

 × 
a
4

 ＋ 
1
24

 × 
a
4

＝2x×（−4x）− y×（−4x）＋4 z×（−4x）

－4a＋5

3x－4

6y＋9

－5x＋10y

3x 2－12x y

－8x 2＋4xy－16x z

3a 2－4ab

－ a 2＋3ab＋6a

4a 2－10a－6

8a 2－6ab－5b 2

6x 2＋ xy－35y 2

2a 2－10ab＋12b 2＋ a－2b

2a 2－4ab－3a＋12b－9

3x 2－25x＋28

x 2＋3xy－18y 2－5x＋15y

3a 2－14a－24

3xy－12x＋2y－8

2xy＋6x－5y－15

xy＋7x－2y－14

ax－2ay＋3bx－6by

＝3a 2－18a＋4a－24

＝8a 2－10ab＋4ab－5b 2

＝2a 2－6ab＋ a－4ab＋12b 2－2b ＝2a 2－6a－4ab＋12b＋3a－9

＝4a 2－12a＋2a－6

＝6x 2－14xy＋15xy－35y 2



次の式を展開しなさい。

次の式を展開しなさい。

次の式を展開しなさい。

①　（x＋3）（x＋4） ②　（x＋2）（x＋9）

③　（x－6）（x－5）

⑦　（x＋3y）（x－6y）

④　（x＋4）（x－7）

⑧　（5x＋ y）（5x－3y）

⑤　（ x－ 
2
3

 ）（ x－ 
3
4

 ） ⑥　（x－0 .2）（x＋0 .8）

次の式を展開しなさい。

①　（x＋9）2

③　（3x＋5y）2

②　（2x－7）2

④　（ x－ 
2
3 y ）

2

①　（x＋7）（x－7）

③　（7x＋2y）（7x－2y）

②　（x＋9y）（x－9y）

④　（ x＋ 
3
5 y ）（ x－ 

3
5 y ）

①　（－ x－5）2

③　（－ x＋10）（－ x－10）

②　（－4a＋5b）2

④　（9y－2x）（－2x－9y）

５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

＝ x 2＋（3＋4）x＋3×4

＝ x 2＋（－6－5）x＋（－6）×（－5）

＝ x 2＋（3y－6y）x＋3y×（－6y）

＝ x 2＋2× x×9＋9 2

＝ x 2－7 2

＝（－ x）2－2×（－ x）×5＋5 2

＝（－ x）2－10 2

＝（7x）2－（2y）2

＝（3x）2＋2×3x×5y＋（5y）2

x 2＋7x＋12
＝ x 2＋（2＋9）x＋2×9

＝ x 2＋（4－7）x＋4×（－7）

＝ x 2＋（－0 .2＋0 .8）x＋（－0 .2）×0 .8

＝（5x）2＋（y－3y）×5x＋ y×（－3y）

＝（2x）2－2×2x×7＋7 2

＝ x 2－（9y）2

＝（－4a）2＋2×（－4a）×5b＋（5b）2

＝（－2x＋9y）（－2x−9y）
＝（－2x）2－（9y）2

＝ x 2－（ 
3
5

y ）
2

x 2－ 
12
17

x ＋ 
1
2

x 2－ 
4
3

xy ＋ 
4
9
y 2

x 2－ 
25
9
y 2

＝ x2－2× x× 
2
3

y＋（ 
2
3

y ）
2

＝ x 2＋（－ 
2
3

 － 
3
4

 ）x＋（－ 
2
3

 ）×（－ 
3
4

 ）

x 2＋11x＋18

x 2－11x＋30

x 2－3x－28

x 2＋0 .6x－0 .16

x 2＋18x＋81

4x 2－28x＋49

9x 2＋30x y＋25y 2

x 2－49

x 2－81y 2

49x 2－4y 2

x 2＋10x＋25

16a 2－40ab＋25b 2

x 2－100

4x 2－81y 2

x 2－3xy－18y 2

25x 2－10x y－3y 2



次の式を簡単にしなさい。

①　（x－4）（x－5）＋2x （x＋8）

③　（x＋6）2＋（x－2）（x－8）

②　（x＋7）（x－9）－5x （x－3）

④　（x－3）（x＋3）＋（x＋6）2

１０点×４

①

②

③

④

次の式を簡単にしなさい。

①　（x＋2y－4）（x＋2y＋4）

③　（2x－ y＋1）（2x＋ y－1）

②　（a＋ b－3）2

①　2（x－6）2－（x－3）（x＋4） ②　（x＋5）（x－2）－3（x－1）2

③　（x－7y）（x＋7y）－5（x＋2y）2

次の式を展開しなさい。
１０点×３

①

②

③

１０点×３

①

②

③

3x 2＋7x＋20

－4x 2＋13x－63

2x 2＋2x＋52

2x 2＋12x＋27

x 2－25x＋84

－2x 2＋9x－13

－4x 2－20x y－69y 2

x 2＋4xy＋4y 2－16

a 2＋2ab＋ b 2－6a－6b＋9

4x 2－ y 2＋2y－1

＝ x 2－9x＋20＋2x 2＋16x

＝ x 2＋12x＋36＋ x 2－10x＋16

＝2（x 2－12x＋36）－（x 2＋ x－12）
＝2x 2－24x＋72－ x 2－ x＋12

＝ x 2－49y 2－5（x 2＋4xy＋4y 2）
＝ x 2－49y 2－5x 2－20xy－20y 2

x＋2y＝Ａとおくと
与式＝（Ａ－4）（Ａ＋4）
 ＝Ａ2－16
 ＝（x＋2y）2－16

y－1＝Ａとおくと
与式＝（2x－Ａ）（2x＋Ａ）
 ＝4x 2－Ａ2

 ＝4x 2－（y－1）2

 ＝4x 2－（y 2－2y＋1）

a＋ b＝Ａとおくと
与式＝（Ａ－3）2

 ＝Ａ
2
－6Ａ＋9

 ＝（a＋ b）2－6（a＋ b）＋9

＝ x 2＋3x－10－3（x 2－2x＋1）
＝ x 2＋3x－10－3x 2＋6x－3

＝ x 2－2x－63－5x 2＋15x

＝ x 2－9＋ x 2＋12x＋36



次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

①　ab－7b

①　x 2＋8x＋7

③　x 2－7x＋10

⑤　x 2＋5x－14

⑨　x 2－10xy＋21y 2

⑦　x 2－9xy＋20y 2

⑪　x 2－2x－120

③　9xy＋6ax

⑤　x 2－2xy＋4x

⑦　8a 3－4a 2＋8a

②　7ax＋2bx

②　x 2＋9x＋14

④　x 2－8x＋15

⑥　x 2－ x－20

⑩　x 2＋ xy－42y 2

⑧　x 2＋4xy－12y 2

⑫　x 2－11xy－80y 2

④　8x 2－4x

⑥　3x 2y－9xy 2－6xy z

⑧　12a 2b＋8ab 2－6abc

５点×８

①

⑤

②

⑥

③

⑦

④

⑧

５点×１２

①

②

③

④

⑤

⑨

⑥

⑩

⑦

⑪

⑧

⑫

b（a－7）

x（x－2y＋4）

x（7a＋2b）

3xy（x－3y－2 z）

3x（3y＋2a）

4a（2a 2－ a＋2）

4x（2x－1）

2ab（6a＋4b－3c）

　共通因数は3x

　共通因数は4a

和が8
… 1と 7

積が 7

和が－7
… －2と－5

積が 10

和が 5
… 7と－2

積が－14

和が－10y
… －3yと－7y

積が21y 2

和が－9y
… －4yと－5y

積が20y 2

和が－2
… －12と 10

積が－120

和が 9
… 2と 7

積が 14

和が－8
… －3と－5

積が 15

和が－1
… －5と 4

積が－20

和が y
… 7yと－6y

積が－42y 2

和が 4y
… 6yと－2y

積が－12y 2

和が－11y
… －16yと5y

積が－80y 2

　共通因数は 4x

　共通因数は3xy

　共通因数は2ab

（x＋1）（x＋7）

（x＋2）（x＋7）

（x－2）（x－5）

（x－3）（x－5）

（x＋7）（x－2）

（x－3y）（x－7y）

（x－5）（x＋4）

（x＋7y）（x－6y）

（x－4y）（x－5y）

（x－12）（x＋10）

（x＋6y）（x－2y）

（x－16y）（x＋5y）



次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

①　x 2－4

③　36a 2－ b 2

③　x 2－9x

①　x 2－10x＋9

①　5x 2－10x＋5

2x （x－6）－（x－6）（x＋3）

②　a 2－81

④　x 2＋6x＋9

④　
1
9 x 2－ 

16
25 y 2

②　x 2－9

②　4a 2＋8a－12

次の式を因数分解しなさい。
５点×６

①

②

④

⑥

③

⑤

次の式を因数分解しなさい。

ax－ ay＋3x－3y

５点×４

①

②

④

③

５点×２

①

②

１０点

１０点

５点×４

①

②

④

③

①　x 2＋8x＋16

③　9x 2－6x＋1

⑤　4x 2＋36xy＋81y 2

②　x 2－16x＋64

④　25x 2－30x＋9

⑥　16x 2－56xy＋49y 2

＝ x 2＋2× x×4＋4 2

＝（3x）2－2×3x×1＋1 2

＝（2x）2＋2×2x×9y＋（9y）2

＝ x 2－2× x×8＋8 2

＝（5x）2－2×5x×3＋3 2

＝（4x）2－2×4x×7y＋（7y）2

（x＋4）2

（x－8）2

（3x－1）2

（5x－3）2

（4x－7y）2

（2x＋9y）2

＝ x 2－2 2

＝（6a）2－ b 2

＝ a 2－9 2

＝（ 
1
3

x ）
2

－（ 
4
5

y ）
2

（ 
1
3

x ＋ 
4
5

y ）（ 
1
3

x － 
4
5

y ）

（x＋2）（x－2）

（a＋9）（a－9）

（6a＋ b）（6a－ b）

＝5（x 2－2x＋1）
＝5（x 2－2× x×1＋1 2）

＝ x 2＋2× x×3＋3 2

＝ x 2－3 2和が－10
… －1と－9

積が 9

＝4（a 2＋2a－3）
和が 2

… 3と－1
積が－3

（x－1）（x－9）

（x＋3）（x－3）

（x＋3）2

x （x－9）

＝ a （x－ y）＋3（x－ y）
＝ aA＋3A
＝ A （a＋3）
＝（x－ y）（a＋3）

和が－9
… －6と－3

積が 18

＝2x 2－12x－（x 2－3x－18）
＝2x 2－12x－ x 2＋3x＋18
＝ x 2－9x＋18

5（x－1）2

4（a＋3）（a－1）

（x－6）（x－3）

（x－ y）（a＋3）



乗法公式や因数分解を利用して，次の計算をしなさい。

連続する３つの整数の，最大の整数と最小の整数の積に１を加えた数は，中央の整数の平

方に等しいことを証明しなさい。

次の問いに答えなさい。

x ＝６， y ＝−２のとき，次の式の値を求めなさい。

①　35 2－25 2

①　（x＋4）2－（x＋8）（x＋2）

③　102 2

②　62×58

②　x 2－2xy＋ y 2

④　79 2

２０点

　

　

　

　

　

　

　

　

１０点×２

①

②

１０点×２

①

②

５点×４

①

②

④

③

半径 r m，中心角９０°のおうぎ形の土地の外側に，右の図の

ような幅 a m の道がある。この道の面積を S m２， 道の真ん中

を通る弧の長さをℓm とするとき， S ＝ aℓとなることを証明

しなさい。

２０点

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①　x－ y＝4，xy＝－6のとき，x 2＋ y 2の値を求めなさい。

②　x+ y＝6，xy＝7のとき，x 2－ xy＋ y 2の値を求めなさい。

600

－12

4

64

15

左の証明参照。

左の証明参照。

3596

10404

6241

＝（35＋25）（35－25）

＝（100＋2）2

＝ x 2＋8x＋16－（x 2＋10x＋16）
＝ x 2＋8x＋16－ x 2－10x－16
＝－2x
＝－2×6

＝（60＋2）（60－2）

＝（80－1）2

＝（x＋ y）2

＝（6＋2）2

＝8 2

nを整数とすると，
連続する3つの整数は n－1，n，n＋1と表せる。
（n＋1）（n－1）＋1＝ n 2－1＋1＝ n 2

よって， 連続する 3つの整数の， 最大の整数と最小の整数の積に 1を加えた数は， 中央の整数の平方に等し
い。

また，道の真ん中を通るおうぎ形の半径は，

（ r ＋ 
a
2

  ）ｍであるから，
①，②より，S＝ aℓ

ℓ＝2π（ r ＋ 
a
2

  ）× 
90
360

＝ 
1
2

 πr+ 
1
4

 πa

よって，aℓ＝ a（  
1
2

  πr+ 
1
4

 πa）
＝ 

1
2

  πar+ 
1
4

 πa2　…②

S＝π（r+ a）2× 
90
360

 －πr2× 
90
360

＝ 
1
4

 π（r 2+2ar+ a2）－ 
1
4

 πr2

＝ 
1
4

 πr 2+ 
1
2

 πar+ 
1
4

 πa2－ 
1
4

 πr2

＝ 
1
2

 πar+ 
1
4

 πa2　…①

＝（x－ y）2+2xy
＝42＋2×（－6）

＝（x＋ y）2－3xy
＝62－3×7



次の数の平方根を求めなさい。

次の数の平方根を，根号を使って表しなさい。

次の数を根号を使わずに表しなさい。

次の数を根号を使わずに表しなさい。

次の各組の数の大小を，不等号を使って表しなさい。

１＜  a  ＜２にあてはまる自然数 a の値をすべて求めなさい。

１７ の小数第１位の数を求めなさい。

①　64

①　10

①　 13 ， 11

①　（ － 3 ）
2

②　（ 6 ）
2

④　－（ － 10 ）
2

④　－（ 21 ）
2

①　 25

③　 16
49

③　1 .1

②　6， 37 ③　－4，－ 13

②　－ 9

④　－ （－4）2

③　0 .81②　
9
49

②　
3
7

５点×３

①

②

③

５点×３

①

②

③

５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

５点×３

①

②

③

５点

　

１０点

　

a＝

8 2＝64
（－8）2＝64

＝ 5 2 ＝－ 3 2

＝－ 16

＝－ 4 2

（ 
3
7

 ）
2

＝ 
9
49

（－ 
3
7

 ）
2

＝ 
9
49

0 .9 2＝0 .81
（－0 .9）2＝0 .81

（ 
4
7

 ）
2

＝

±8

± 
3
7

±0 .9

± 10

± 1 .1

± 
3
7

13＞11 6＝ 6 2  ＝ 36 4＝ 4 2  ＝ 16

16  ＞ 13  より，－ 16  ＜－ 13

1＝ 1 ，2＝ 4  より， 1  ＜ a  ＜ 4

16  ＜ 17  ＜ 25  より，4＜ 17  ＜5

よって， 17  の整数部分は4

4 .1 2＝16 .81，4 .2 2＝17 .64より，16 .81＜17＜17 .64

よって，4 .1＜ 17  ＜4 .2

5

3

－3

6

－21

13  ＞ 11

6＜ 37

－4＜ － 13

－10

－4

4
7

2，3

1



次のア～コの数を①～④に分類し，記号で答えなさい。

次の分数を循環小数で表しなさい。

ア　 7　　　イ　－ 9　　　ウ　－0 .4　　　エ　 2
11
　　　オ　3

カ　5
8
　　　 キ　 1

16
　　　 ク　π　　　　　ケ　 25　　　 コ　－ 1 .3

①　無理数　　　②　有理数　　　③　整数　　　④　自然数

①　
1
9

７点×４

①

②

③

④

７点×４

①

②

③

④

次の循環小数を分数で表しなさい。

①　0 .4
44

③　0 .1
4

05
44

②　0 .18
4 44

④　2 .3
44

③　
5
6

②　
8
11

④　
13
37

７点×４

①

②

③

④

次の問いに答えなさい。

①　5300gが，10gの位までの測定値のとき，有効数字がはっきりわかる形で表

しなさい。

②　ある数 aの小数第2位を四捨五入したら 1 .8になった。このとき，aの値の範

囲を，不等号を使って表しなさい。

８点×２

①

②

－

分数で表すことができない数を無理数，分数で表すことができる数を有理数という。

＝0 .11…

＝ 
1
9

 ×4 ＝ 
1
99

 ×18

＝ 
1
999

 ×105

＝ 
4
9

＝ 
18
99

 ＝ 
2
11

＝ 
105
999

 ＝ 
35
333

＝0 .7272…

x＝2 .3
4

とすると，

10x＝23 .3…

x＝22 .3…

9x＝21
x＝ 
21
9

 ＝ 
7
3

＝0 .833… ＝0 .351351…

イ　－ 9  ＝－3　　　ウ　－0 .4＝ 
2
5
　　　キ　

1
16

 ＝ 
1
4
　　　ケ　 25  ＝5

イ，ウ，オ，カ，キ，ケ

ア，エ，ク，コ

イ，オ，ケ

4
9

2
11

35
333

7
3

オ，ケ

0 .1
44

0 .72
4 44

0 .83
44

0 .3
4

51
44

＝0 .1
4

×4 ＝0 .01
44

×18

＝0 .0
4

01
4

×105

5 .30×103g

1 .75≦ a＜1 .85



５点×３

①

②

③

５点×３

①

②

③

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

次の計算をしなさい。

次の数を  a  の形に変形しなさい。

次の数を，   の中をできるだけ簡単な数にして表しなさい。

③　 45 ÷ 5

③　
72
6

①　 6 × 5

①　2 6

①　 18

③　 75

②　 2 × 32

②　4 3

②　 28

④　 80

次の計算をしなさい。

５ ＝２.２３６， ５０ ＝７.０７１として，次の値を求めなさい。

次の数を，分母に根号がない数に変形しなさい。

①　5 2 × 12 ②　 28 × 21

①　 5000 ②　 20

①　
5
6

③　
9
4 3

②　
5

10

④　
8

24

③　 24 ÷ 3 ④　 42 ÷ 30

５点×２

①

②

＝ 6×5

＝ 4  × 6

＝ 9  × 2

＝ 9×2

＝ 16×5

＝ 16  × 3

＝ 4×7

＝ 25×3

＝ 50  × 100

＝ 4  × 7

＝ 16  × 5＝ 25  × 3

＝ 5 2  × 2 3

＝5×2× 2  × 3

＝ 8

＝2×7× 3

＝ 4  × 7  × 3  × 7

＝ 50  ×10

＝ 2×32
＝ 

5
45

＝ 
36
72

＝ 
45
5

 ＝ 9

＝ 64

＝ 
5  × 6
6  × 6

＝ 
3
24

＝ 
9× 3
4 3  × 3

＝ 
30
42

＝ 
5
7

＝ 
7  × 5
5  × 5

＝ 
4×3

9 3

＝ 
5× 10
10  × 10

＝ 
8

2 6

＝ 
6

4

＝ 
4× 6
6  × 6

 ＝ 
6

4 6

8

3

30

24

48

2

3 2

2 7

5 3

4 5

6
30

2
10

4

3 3

3

2 6

5
35

10 6

14 3

2 2

70 .71

4 .472

＝ 2× 2.236

＝ 2 5



次の計算をしなさい。

５点×４

①

②

③

④

次の計算をしなさい。

①　3 2 ＋ 2 ②　－ 5 7 ＋2 7

④　－ 2 ＋3 6 ＋2 2 － 6

次の計算をしなさい。

①　 12 － 3 ②　 24 ＋3 6

⑦　 63 ＋ 7 － 28 ⑧　 8 － 18 ＋ 50

⑤　
12

6
 ＋ 24 ⑥　 40 － 

10

10
 

③　 27 ＋ 75

①　 10 × 8＋2 15 ÷ 3 ②　2 12 ÷ 6 －3 10 ÷ 5

⑤　
3

5 ＋ 2
⑥　

14 － 3
2

④　 18 － 32

次の計算をしなさい。

①　 54 － 2（ 27 － 6 ）

③　 7（ 21 ＋ 8 ） ④　（ 6 － 30 ）÷ 3

②　
3
2

 － 
6 － 2
3

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×２

①

②

③　2 5 － 3 ＋　  ＋3 35

4 2

－3 7

3

5 6

8 3

－ 2

4 6

10

6 5

－ 2

7 3  ＋ 2 14

2 3

2  － 10

3
15  ＋ 6

2

2 7  － 6

6

5 6  －6 2

2 7

4 2

2 3  ＋3 5

＝ （3＋1） 2

＝ （－1＋3） 3  ＋（2＋1） 5 ＝ （－1＋2） 2  ＋（3－1） 6

＝ （－5＋2） 7

2  ＋2 6

＝ 2 3  － 3

＝ 3 3  ＋5 3

＝ 2 6  ＋2 6

＝ 3 7  ＋ 7  －2 7

＝ 4 5  ＋2 5

＝ 3 6  －3 6  ＋2 3

＝ 2 2  －3 2  ＋5 2

＝ 2 2  －3 2

＝ 
2 12
6

 － 
3 10
5

＝ 7  × 7  × 3  ＋ 7  ×2 2

＝ 3 6  － 2  ×3 3  ＋ 2  × 2  × 3

＝ 2 10  － 10

＝ 2 6  ＋3 6

＝ 3 2  －4 2

＝ 
12 × 6
6  × 6

 ＋2 6

＝ 5  × 2  ×2 2  ＋ 
2 15
3

＝ 2 10  ＋ 
10 × 10
10  × 10

＝ 
3
6

 － 
30
3

＝ 
（ 5  ＋ 2  ）× 3

3  × 3

＝ 
3

5  × 3  ＋ 2  × 3
＝ 

2
7  × 2  × 2  － 3  × 2

＝ 
2  × 2
3  × 2

 － 
（ 6  － 2  ）× 3

3  × 3

＝ 
2
6

 － 
3

3 2  － 6

＝ 
6

3 6  －2（3 2  － 6  ）

＝ 
6

3 6  －6 2  ＋2 6

＝ 
（ 14  － 3  ）× 2

2  × 2



１０点×４

①

②

③

④

１０点×２

①

②

１０点×２

①

②

１０点×２

①

②

次の計算をしなさい。

次の問いに答えなさい。

x ＋ y ＝  ７ ＋３，x y ＝  ７ －３のとき，次の式の値を求めなさい。

次の問いに答えなさい。

①　（ 2 －6）
2

①　x ＝2 2 ＋3のとき，x 2－6x＋9の値を求めなさい。

②　x ＝ 6 ＋3，y ＝ 6 －1のとき，x 2－2xy＋ y 2の値を求めなさい。

①　 45 n  が整数となるような最小の自然数 n の値を求めなさい。

②　 15  の整数部分を a，小数部分を bとするとき， 15  a －3bの値を求めなさい。

③　（ 3 ＋ 5 ）
2
－ 60

①　x 2＋ xy＋ y 2

②　x 2＋ y 2

②　（3 7 －2）（3 7 ＋2）

④　（ 5 ＋ 2 ）
2
－（ 10 ＋4）（ 10 －3）

n ＝

38－12 2

19＋5 7

22＋4 7

59

8

8

9

5

9＋ 10

＝ （ 2  ）
2
＋2× 2  ×6＋6 2

＝ （ 3  ）
2
＋2× 3  × 5  ＋（ 5  ）

2
－2 15

＝ （3 7  ）
2
－2 2

＝ 2－12 2  ＋36

＝ 3＋2 15  ＋5－2 15

＝ 63－4

＝ 5＋2 10  ＋2－（10＋ 10  －12）
＝ 7＋2 10  －（ 10  －2）
＝ 7＋2 10  － 10  ＋2

x 2－6x＋9＝（x－3）2

x 2－2xy＋ y 2＝（x＋ y）2

＝（ 6  ＋3－ 6  ＋1）2

＝4 2

x 2＋ y 2＝（x＋ y）2－2xy
＝（ 7  ＋3）

2
－2（ 7  －3）

＝7＋6 7  ＋9－2 7  ＋6

x 2＋ xy＋ y 2＝（x＋ y）2－ xy
＝（ 7  ＋3 ）

2
－（ 7  －3）

＝7＋6 7  ＋9－ 7  ＋3

＝3 5  × n
45 n  ＝ 45  × n

9  ＜ 15  ＜ 16  より，3＜ 15  ＜4

よって，a＝3，b＝ 15  －3

15  a－3b＝ 15  ×3－3（ 15  －3）
＝ 3 15  －3 15  ＋9

＝（2 2  ＋3－3）
2

＝（ 2 2  ）
2 16



次の方程式を解きなさい。

①　x 2＝16

③　5x 2＝20

⑤　3x 2＋5＝41

②　x 2－7＝0

④　4x 2－12＝20

⑥　4x 2＋8＝17

次の方程式を解きなさい。

①　x 2－4x＝45

③　x 2－8x＋5＝0

⑤　x 2＋6x－3＝0

⑦　x 2－5x＝－2

②　x 2＋2x＝5

④　x 2＋10x＋6＝0

⑥　x 2－14x＋9＝0

⑧　x 2－3x－1＝0

①　（x＋5）2＝49 ②　（x－4）2－8＝16

③　7（x－3）2－35＝0

⑤　3（x－2）2－36＝0

④　3（x＋1）2＋3＝30

⑥　6（x＋3）2＝27

次の方程式を解きなさい。

５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

x 2－4x＋2 2＝45＋2 2

x 2－8x＝－5

x 2＋6x＝3 x 2－14x＝－9

x 2＋10x＝－6
x 2－8x＋4 2＝－5＋4 2

x 2＋6x＋3 2＝3＋3 2

x 2－5x＋（ 
5
2

 ）
2

＝－2＋（ 
5
2

 ）
2 x 2－3x＝1

（ x－ 
5
2

 ）
2

＝ 
4
17

x 2－3x＋（ 
3
2

 ）
2

＝1＋（ 
3
2

 ）
2

（ x－ 
3
2

 ）
2

＝ 
4
13

 x－ 
5
2

 ＝± 
2
17

 x－ 
3
2

 ＝± 
2
13

x＝ 
3
2

 ± 
2
13

x＝－3± 
2

3 2

x＝ 
5
2

 ± 
2
17

x 2－14x＋7 2＝－9＋7 2

x 2＋10x＋5 2＝－6＋5 2

x 2＋2x＋1 2＝5＋1 2

（x－2）2＝49

（x－4）2＝11

（x＋3）2＝12 （x－7）2＝40

（x＋5）2＝19

（x＋1）2＝6
x－2＝±7 x＋1＝± 6

x＝2±7

x 2＝4

x 2＝7

3x 2＝36
x 2＝12

4x 2＝32
x 2＝8

4x 2＝9

x 2＝ 
9
4

x＋5＝±7 （x－4）2＝24

7（x－3）2＝35 3（x＋1）2＝27

x＝－5±7 x－4＝± 2 6

（x－3）2＝5 （x＋1）2＝9

（x＋3）2＝ 
9
2

x－3＝± 5

3（x－2）2＝36
（x－2）2＝12

x－2＝± 2 3

x＋1＝±3

x＋3＝± 
2

3

x＝－1±3

x－4＝± 11

x＋3＝±2 3

x＝－3±2 3

x＝－5± 19

x＝4± 11

x＝2±2 3

x＝4±2 6

x＝±2 3

x＝±2 2

x＝± 7

x＝3± 5

x－7＝±2 10

x＝7±2 10

x＋5＝± 19

x＋3＝± 
2

3 2

x＝9，－5

x＝2，－4

x＝2，－12

x＝－1± 6

x＝± 
3
2

x＝±2

x＝±4



５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

５点×２

①

②

次の方程式を解きなさい。

①　（x－9）（x＋1）＝0

③　x 2＋4x－12＝0

⑤　x 2－9x＋20＝0

②　x 2－8x＝0

④　x 2－14x＋49＝0

⑥　x 2－6x－27＝0

次の方程式を解きなさい。

①　x 2＋8x＋6＝0

③　x 2－2x－3＝0

①　7x 2＋28x＋28＝0

③　（x－1）（x－2）＝20

①　x 2＋3x＋1＝0

③　3x 2＋2x－2＝0

②　x 2＋8x＋12＝0

④　x 2－2x－2＝0

②　3x 2－24x＋45＝0

④　
1
2 x 2＋ 

3
2 x－5＝0

②　3x 2－ x－5＝0

④　2x 2－3x－2＝0

①　2x 2＋3x＝0 ②　4x 2－20x＋25＝0

次の方程式を解きなさい。

次の方程式を解きなさい。

次の方程式を解きなさい。

x＝ 
2

－3± 3 2－4×1×1

x＝ 
2×3

－2± 2 2－4×3×（－2）

（x＋6）（x－2）＝0

（x－5）（x－4）＝0

（x＋2）（x＋6）＝0x 2＋8x＝－6
x 2＋8x＋4 2＝－6＋4 2

（x＋4）2＝10
x＋4＝± 10

x 2－2x＝2

x 2＋4x＋4＝0

x 2－3x＋2＝20
x 2＋3x－10＝0x 2－3x－18＝0

x 2－8x＋15＝0

x 2－2x＋1 2＝2＋1 2

（x－1）2＝3
 x－1＝± 3

（x－3）（x＋1）＝0

（x－3）（x－5）＝0

（x－6）（x＋3）＝0
（x＋5）（x－2）＝0

（x＋2）2＝0

x （2x＋3）＝0

x （x－8）＝0

（x－9）（x＋3）＝0

（2x－5）2＝0

（x－7）2＝0

＝ 
－3± 5
2

x＝ 
－3± 5
2

x＝ 
1± 61
6

＝ 
3± 25
4

 ＝ 
    3±5

4
 ＝－ 

1
2

 ，2

x＝ 
－（－1）± （－1）2－4×3×（－5）

2×3

x＝ 
2×2

－（－3）± （－3）2－4×2×（－2）

＝ 
1± 61
6

x＝ 
－1± 7
3＝ 

－2± 28
6

 ＝ 
－2±2 7
6

 ＝ 
－1± 7
3

x＝－ 
1
2

 ，2

x＝－4± 10

x＝1± 3

x＝0，－ 
3
2

x＝  
5
2

x＝9，－1

x＝0，8

x＝－6，2

x＝7

x＝5，4

x＝9，－3

x＝－2，－6

x＝3，－1

x＝－2

x＝3，5

x＝6，－3

x＝－5，2



２０点×２，②完答

①

②

もう１つの解

２０点

２０点

２０点

次の問いに答えなさい。

差が６で，積が５５になる２つの正の数を求めなさい。

①　2次方程式 x 2＋ ax－12＝0の 1つの解が 2のとき ,  aの値ともう 1つの解を
求めなさい。

②　2次方程式 x 2－ ax+ a 2－13＝0の 1つの解が 4のとき ,  aの値を求めなさい。

連続する３つの自然数がある。真ん中の数の平方は，最小の数と最大の数の和の６倍より

１３大きい。この連続する３つの自然数を求めなさい。

図のように，縦１２m，横１５m の長方形の土地がある。この土地に縦と横に同じ幅の道を

つくったところ，残りの土地の面積が１３０m2になった。道の幅を求めなさい。

a＝

a＝

x＝

5，11

12，13，14

2m

3，1

－6

4

道幅を x mとすると，

残りの土地の面積は（12－ x）（15－ x）m2と表される。

小さい方の数を xとすると，大きい方の数は x＋6

最小の数を xとすると，連続する3つの自然数は x，x＋1，x＋2と表される。

方程式は，x （x＋6）＝55

方程式は，（x＋1）2＝6（x＋ x＋2）＋13

x 2＋4x－12＝0より，a＝4

x 2－ ax＋ a 2－13＝0に x＝4を代入すると，
16－4a＋ a 2－13＝0

a 2－4a＋3＝0

よって，－2×  ＝－12より，  ＝＋6

x 2＋6x－55＝0

x 2－10x－24＝0

（a－3）（a－1）＝0

（x－2）（x＋6）＝0より，もう 1つの解は x＝－6

（x＋11）（x－5）＝0

（x＋2）（x－12）＝0

a＝3，1

x＝－11，5

x＝－2，12

x＞0だから，x＝5

x＞0だから，x＝12

x 2－27x＋50＝0
180－12x－15x＋ x 2＝130

よって，（12－ x）（15－ x）＝130

（x－2）（x－25）＝0
x＝2，25

0＜ x＜12だから，x＝2

解の 1つが 2だから，
（x－2）（x   ）＝0と因数分解できる。



２０点

①　n角形の対角線の総数は，
2

n （n－3）
 本である。対角線が 54本ある多角形は何

①　点Ａの y座標を aの式で表しなさい。

②　直線 y＝ 
1
3 x＋6と y軸の交点をＣとする。△ＡＢＯの面積が△ＡＣＯの面積の

次の問いに答えなさい。

原価１５００円の品物に，原価の x 割の利益を見込んで定価をつけた。バーゲンで，定価の

x 割引きで売ったところ，１３５円の損をした。x の値を求めなさい。

右の図のように，直線 y＝ 
１
３

x＋６ 上に点Ａを

とり，Ａの x 座標を a （a ＞０）とする。また，点

Ａから x 軸に垂線をひき，その交点をＢとする。

次の問いに答えなさい。

１０点×２

①

②

２０点×２

①

②

角形か求めなさい。

②　1から nまでの自然数の和は，
2

n （n＋1）
 となる。1から nまでの自然数の和が

36になるとき，nの値を求めなさい。

2倍になるとき，点Ａの座標を求めなさい。

図のように，縦８cm，横１６cm の長方形ＡＢＣＤがある。点Ｐは毎秒１cm の速さでＡから

Ｂまで動き，点Ｑは毎秒２cm の速さでＢからＣまで動く。点Ｐ，Ｑが同時に出発するとき，

△ＰＢＱの面積が１２cm２になるのは何秒後か。

２０点

（18，12）

1500－15x 2＝1365

n （n－3）＝108

n （n＋1）＝72

2
n （n－3）

 ＝54

2
n （n＋1）

 ＝36

n 2－3n－108＝0

n 2＋ n－72＝0

（n－12）（n＋9）＝0

（n＋9）（n－8）＝0

n＝12，－9　　n＞0だから，n＝12

n＝－9，8　　n＞0だから，n＝8

15x 2＝135

x 2＝9
x＝±3

x＞0だから，x＝3

x＝3

n＝8

十二角形

1500（ 1＋ 
10
x

 ）（ 1－ 
10
x

 ）＝1500－135
1500（ 1－  

100
x 2

 ）＝1365

1
3

 a＋6

点Ａは y＝ 
1
3

 x＋6上にあるから，

y＝ 
1
3

 x＋6に x=aを代入する。

点Ｃ（0，6）だから，△ＡＣＯの面積は，
1
2

 ×6× a＝3a

△ＡＢＯの面積は，
1
2

 × a×（ 
1
3

 a＋6 ）＝  
1
6

 a 2＋3a

a 2－18a＝0
a （a－18）＝0

a＝0，18
a＞0だから，a＝18

よって，
1
6

 a 2＋3a＝3a×2

2秒後，6秒後

x秒後には，AP＝ x（cm），BQ＝2x（cm）になるから，

△ PBQ＝
1
2
× BQ× BP＝

1
2
× BQ×（AB－ AP）

＝
1
2
×2x×（8－ x）＝ x（8－ x）

よって，x（8－ x）＝12
x2－8x＋12＝0

（x－2）（x－6）＝0
x＝2，6

0＜ x＜8より，2つともあてはまる。



５点×３

①

②

③

５点×３

①

②

③

①　半径が xcmの円の周の長さを ycmとする。
②　底面が１辺 xcmの正方形で，高さが6cmの直方体の体積を ycm3とする。
③　縦が xcm，横が2xcmの長方形の面積を ycm2とする。

①　yは xの2乗に比例し，x＝4の
とき y＝－16である。
1）　yを xの式で表しなさい。

2）　x＝3のときの yの値を求めなさ
い。

1）　yを xの式で表しなさい。

2）　x＝4のときの yの値を求めなさ
い。

②　yは xの2乗に比例し，x＝－2の
とき y＝2である。

次の①～③について， y を x の式で表しなさい。また， y が x の２乗に比例するものは［　］

に比例定数を書き，そうでないものには［　］に×を書きなさい。

次の問いに答えなさい。

次の表の空欄をうめ，それぞれのグラフをかきなさい。

次の関数について，後の問いに答えなさい。

右の図は，関数 y ＝ a x 2のグラフである。これについて，

次の問いに答えなさい。

５点×６

①

［ ］

②

［ ］

③

［ ］

５点×４

①

　1）

　2）

②

　1）

　2）

①　y＝ 
1
4 x 2

ア　y＝2x 2　　イ　y＝－ 
1
4 x 2　　ウ　y＝ 

1
2 x 2　　エ　y＝－ 

1
2 x 2

②　y＝－2x 2

①　グラフが下に開くものをすべて選びなさい。

②　グラフの開き方がもっとも小さいものを選びなさい。

③　グラフが x軸について対称になるのはどれとどれか。

①　aの値を求めなさい。

②　グラフが点（－2，p） を通るとき，pの値を求めな
さい。

③　グラフが点（q，9） を通るとき，qの値を求めなさい。ただし，q＞0とする。

５点×４

①

②

左の表と図にかきなさい。

左の表と図にかきなさい。

y＝2πx

y＝6x 2

y＝2x 2

×

6

2

y＝－ x 2

y＝－9

y＝8

イ，エ

ア

ウとエ

a＝ 
1
4

p＝1

q＝6

①

②

y＝ ax 2に x＝4，y＝－16を代入して，
－16＝ a×4 2，a＝－1

y＝ ax 2に x＝－2，y＝2を代入して，

y＝ x× x×6
y＝ x×2x＝2x 2

2＝ a×（－2）2，a＝ 
1
2

y＝ ax 2に x＝4，y＝4を代入して，4＝ a×4 2，a＝ 
1
4

 

y＝ 
1
4

x 2に x＝－2，y＝ pを代入して，p＝ 
1
4

 ×（－2）2＝1

y＝ 
1
4

x 2に x＝ q，y＝9を代入して，

9＝ 
1
4

 × q 2，q 2＝36，q＞0より，q＝6

y＝ 
1
2

x 2

a＜0のもの。

aの絶対値が最大のもの。

aの絶対値が等しく，
符号が反対のもの。

y＝－3 2 y＝ 
1
2
×42



次の関数について，x の変域が （　 ）内のときの y の変域を求めなさい。

次の関数について，x が－４から２まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

次の問いに答えなさい。

①　y＝－4x 2　（－3≦ x≦－1）

①　y＝2x 2

②　y＝ 
1
3 x 2　（－3≦ x≦6）

②　y＝ 
1
2 x 2

球をある斜面上で転がしたとき，転がし始めてから x 秒後までに転がった距離を y m と

すると，y ＝２x 2という関係があった。このとき，次の問いに答えなさい。

①　球が転がり始めてから6秒間に転がった距離を求めなさい。

②　3秒後から 5秒後までの平均の速さを求めなさい。

①　関数 y＝ ax 2について，xが2から4まで増加するときの変化の割合が3である。
このとき， aの値を求めなさい。

②　関数 y＝－2x 2について，xが aから a＋3まで増加するときの変化の割合が
－2である。このとき， aの値を求めなさい。

③　関数 y＝ ax 2と y＝－3x＋6について，xの値が 1から 8まで増加するときの
変化の割合が等しくなる。このとき， aの値を求めなさい。

１０点×２

①

②

１０点×３

①

②

③

１０点×３

①

②

③

１０点×２

①

②

③　y＝－3x 2

y＝－4×（－3）2＝－36
y＝－4×（－1）2＝－4

a＝ 
1
2

a＝－ 
1
3

－36≦ y≦－4

0≦ y≦12

－4

－1

6

a＝－1

y＝ 
1
3

 ×6 2＝12

［別解］
1
2

 ×（－4＋2）

x＝0を含むから，最小値は0

2－（－4）
2×2 2－2×（－4）2

 ＝－4

［別解］2×（－4＋2） ［別解］－3×（－4＋2）＝6
＝－4

＝－1

［別解］a （2＋4）＝3

［別解］a （1＋8）＝－3
関数 y＝－3x＋6の変化の割合は，つねに－3である。

6a＝3

9a＝－3

2－（－4）

1
2

 ×2 2－ 
1
2

 ×（－4）2
 
＝－1

4－2
a×4 2－ a×2 2

 ＝3

8－1
a×8 2－ a×1 2

 ＝－3

5－3
2×5 2－2×3 2

 ＝16
［別解］2×（3＋5）＝16

y＝2×6 2＝72

72m

秒速16m

2－（－4）
－3×2 2－（－3）×（－4）2

 ＝6

（a＋3）－ a
－2（a＋3）2－（－2a 2 ）

 ＝－2
［別解］－2× （a＋ a＋3）＝－2

－2（2a＋3）＝－2
2a＋3＝1



Ｂの座標が（４，－４）であるとき，次の問いに答えなさい。

次の放物線と直線の交点の座標を求めなさい。

①　放物線 y＝ x 2と直線 y＝4x＋12

①　aの値を求めなさい。

①　aの値を求めなさい。

①　点Ｂの座標を求めなさい。

②　bの値を求めなさい。

②　bの値を求めなさい。

②　直線ℓの式を求めなさい。

③　点Ａの座標を求めなさい。

③　点Ａの座標を求めなさい。

②　放物線 y＝－ 
1
2 x 2と直線 y＝－3x＋4

右の図のように，放物線 y ＝ a x 2と直線 y ＝ x ＋ b が２点Ａ，

Ｂで交わっている。点Ｂの座標が（４，８）であるとき，次の問い

に答えなさい。

１０点×２

①

②

１０点×３

①

②

③

１０点×３

①

②

③

１０点×２

①

②

右の図のように，放物線 y＝ 
１
３

x 2 と直線ℓが 2点Ａ，Ｂで

右の図のように，放物線 y ＝ a x 2と直線 y＝－ 
１
２

x＋ b が２点Ａ，Ｂで交わっている。点

交わり，点Ａ，Ｂの x 座標はそれぞれ－３，６である。このとき，

次の問いに答えなさい。

a＝ 
1
2

a＝－ 
1
4

（6，36），（－2，4）

（4，－8），（2，－2）

b＝4

（－2，2）

x 2＝4x＋12より，x 2－4x－12＝0→（x－6）（x＋2）＝0→ x＝6，－2

－ 
1
2

x 2＝－3x＋4

（x－4）（x－2）＝0→ x＝4，2
x 2－6x＋8＝0

y＝ 
1
2

x 2，y＝ x＋4より，

y＝－ 
1
2

 x＋ bに x＝4，y＝－4を代入して，

y＝－ 
1
4

x 2，y＝－ 
1
2

x－2より，

－4＝－ 
1
2

 ×4＋ b→ b＝－2

－ 
1
4

x 2＝－ 
1
2

x－2→ x 2－2x－8＝0→（x－4）（x＋2）＝0→ x＝4，－2

1
2

x 2＝ x＋4→ x 2－2x－8＝0→（x＋2）（x－4）＝0→ x＝－2，4

8＝ a×4 2→ a＝ 
1
2

y＝ x＋ bに x＝4，y＝8を代入して，
8＝4＋ b→ b＝4

（6，12）

y＝ x＋6

b＝－2

（－2，－1）

－4＝ a×4 2，a＝－ 
1
4

 

Ａ（－3，3），Ｂ（6，12）より

傾きは 
6－（－3）
12－3

 ＝1

3＝－3＋ b→ b＝6
y＝ x＋ bに x＝－3，y＝3を代入して，



右の図のように，放物線 y＝ 
１
３

x 2 上に 2点Ａ，Ｂがあ

右の図のように，放物線 y＝ x 2と直線 y＝ x ＋１２が２点Ａ，

Ｂで交わっている。このとき，次の問いに答えなさい。

①　点Ｂの座標を求めなさい。

②　直線 y＝ x＋12と y軸の交点をＣとするとき，△ＯＢＣ
の面積を求めなさい。

③　△ＯＡＢの面積を求めなさい。

①　△ＯＡＢの面積を求めなさい。

②　ＡＢの中点をＭとするとき，Ｍの座標を求めなさい。

③　原点Ｏを通り，△ＯＡＢの面積を２等分する直線の式を求めなさい。

④　点Ｂを通り，△ＯＡＢの面積を２等分する直線の式を求めなさい。

り，点Ａ，Ｂの x座標はそれぞれ－６，３である。また，

点Ａを通り，x軸に平行な直線と放物線との交点をＣと

する。このとき，次の問いに答えなさい。

①　直線ＡＢの式を求めなさい。

②　放物線上の原点Oと点Aの間に点Pをとる。
△OABと△PABの面積が等しくなるとき，点
Pの座標を求めなさい。

③　y軸上の正の部分に点Ｑをとり，△ＡＢＣと△ＱＡＢの面積が等しくなるとき，
点Ｑの座標を求めなさい。

１０点×３

１０点×３

１０点×４

①

①

①

②

②

②

③

③

③

④

右の図のように，放物線 y＝ 
１
４

x 2 上に２点Ａ，Ｂをとる。

点Ａ，Ｂの x座標はそれぞれ－８，４である。このとき，次の

問いに答えなさい。

x 2＝ x＋12より，

Ａ（－6，12），Ｂ（3，3）だから，傾きは 
3－（－6）
3－12

 ＝－1

ＯＡの中点は（－4，8），求める直線の傾きは 
4－（－4）
4－8

 ＝－ 
1
2

y＝－ x＋ bに x＝3，y＝3を代入して，3＝－3＋ b→ b＝6

y＝－ 
1
2

 x＋ bに x＝4，y＝4を代入して，4＝－ 
1
2

 ×4＋ b→ b＝6

y＝－ x＋ cに x＝6，y＝12を代入して，12＝－6＋ c→ c＝18

OP∥ABだから，直線 OPの傾きは－1

y＝
1
3

 x 2，y＝－ xより， 
1
3

 x 2＝－ x→ x＝0，－3

Ｃ（6，12），ＣＱ∥ＡＢだから，

x 2－ x－12＝0→（x－4）（x＋3）＝0→ x＝4，－3

1
2

 ×12×4＝24

△ＯＡＢ＝△ＯＡＣ＋△ＯＢＣ＝ 
1
2

 ×12×3＋24＝42

Ａ（－8，16），Ｂ（4，4）より，直線ＡＢの式は y＝－ x＋8

よって，
1
2

 ×8×8＋ 
1
2

 ×8×4＝48

（ 
－8＋4
2

 ，
16＋4
2

 ）＝（－2，10）

直線ＯＭだから，傾きは 
－2
10

 ＝－5

y＝－5x

y＝－ 
1
2

 x＋6

42

24

（4，16）

（－2，10）

48

Ｂ（4，16），Ｃ（0，12）より，

（0，18）

（－3，3）

y＝－ x＋6



１０点×４

①

②

③

④

右の図のように， ２つの放物線 y＝ 
１
２

x 2 と y＝－ x 2

右の図のように，放物線 y＝ 
１
２

x 2 上に x 座標がそれぞれ

がある。２つの放物線上にＰＳ，ＱＲが x 軸に平行で，

ＰＱ， ＳＲが y 軸に平行になるように４点Ｐ， Ｑ， Ｒ， 

Ｓをとる。点Ｐの x 座標を a（a ＞０）とするとき，次

の問いに答えなさい。

－４，２である点Ａ， Ｂをとり， ＯＡＣＢをつくる。また，

点Ｄは点Ｂと y軸について対称な点であるとき，次の問い

に答えなさい。

①　a＝4のとき，点Ｒの座標を求めなさい。

②　線分ＰＱの長さを aの式で表しなさい。

①　点Ｒの座標を aを用いて表しなさい。

①　点Ｃの座標を求めなさい。

③　線分ＰＱの長さが2のとき，aの値を求めなさい。

②　線分ＰＱの長さを aの式で表しなさい。

④　四角形ＰＱＲＳが正方形となるとき，点Ｐの座標を求めなさい。

③　四角形ＰＱＲＳが正方形となるとき，点Ｐの座標を求めなさい。

②　点Ｄを通り， ＯＡＣＢの面積を２等分する直線

の式を求めなさい。

③　 ＯＡＣＢの面積を求めなさい。

１０点×３

１０点×３

①

①

②

②

③

③

右の図のように， ２つの放物線 y＝ x 2と y＝ 
１
２

x 2

がある。２つの放物線上にＰＳ，ＱＲが x 軸に平行で，

ＰＱ， ＳＲが y 軸に平行になるように４点Ｐ， Ｑ， Ｒ， 

Ｓをとる。点Ｐの x 座標を a（a ＞０）とするとき，次

の問いに答えなさい。

ＰＳ＝2aだから，

a＝2

（－a，－a 2）

（4，16）

（－4，8）

3
2

a 2

ＰＳ＝2aだから，
3
2

 a 2＝ 2a→ a＝0，
4
3  ，a＞0だから，a＝ 

4
3

Ｐ（a，
1
2

a 2 ） ，Ｑ（a，－ a 2）

（ 
4
3

 ，
8
9

 ）

▱ＯＡＣＢ＝2×△ＯＡＢ，直線ＡＢの式は y＝－ x＋4だから，

24

y＝3x＋8

（－2，10）

ＡＢの中点は（－1，5）だから，傾きは 
－1－（－2）
5－2

 ＝3

2×（ 
1
2

 ×4×4＋ 
1
2

 ×4×2 ）＝24

Ｄ（－2，2）

Ａ（－4，8），Ｂ（2，2）より，Ｃ（－2，10）

Ｒ（ －a，
1
2

a 2 ）だから，（－4，8）

Ｐ（a，a 2），Ｑ（ a，
1
2

a 2 ）

1
2

 a 2＝ 2→ a 2＝4，a＞0だから，a＝2

1
2

 a 2＝ 2a→ a＝0，4，a＞0だから，a＝4

y＝3x＋ bに x＝－2，y＝2を代入して，2＝3×（－2）＋ b→ b＝8

1
2

a 2



１０点×３

①

②

③

下の図のように，１辺８cm の正方

形ＡＢＣＤがある。２点Ｐ，Ｑは頂

点Ａを同時に出発し，ともに毎秒１

cm の速さで辺上を動く。点Ｐは，辺

ＡＢ，ＢＣ上を頂点Ｃまで移動する。

点Ｑは，辺ＡＤ上を頂点Ｄまで移動

し，点Ｐが頂点Ｃに到着するまで頂

点Ｄに止まって

いる。２点Ｐ，

Ｑが頂点Ａを同

時に出発してか

ら x 秒 後 の △

ＡＰＱの面積を

y cm2と す る と

き，次の問いに

答えなさい。

右のグラフは，あるタクシー会社について，タクシー

の走行距離と料金の関係の一部を表したものである。

走行距離が xｋｍのときの料金を y 円として，次の問

いに答えなさい。ただし，●はその点をふくみ，○は

その点をふくまないことを表している。

右の図のように，直線ℓ上に，直角をはさむ２辺の長さ

が１２cm の合同な２つの直角二等辺三角形△ＡＢＣと△

ＰＱＲがある。△ＰＱＲを固定し，△ＡＢＣを矢印（   ）の

方向に直線ℓ上を毎秒２cm の速さで動かす。点Ｃが点Ｑ

の位置にきたときから x 秒後の２つの図形の重なった部

分の面積を y cm2とする。点Ｃが点Ｑから点Ｒまで動くとき，次の問いに答えなさい。

①　点Ｐが次の辺上にあるとき，yを xの式で表しなさい。また，xの変域も答えな
さい。

②　点Ｐが頂点Ａを出発してから頂点Ｃに到着するまでの，xと yの関係を表すグラ
フを上の図にかきなさい。

①　3秒後の 2つの図形が重なった部分の面積は何 cm2か。

①　走行距離が 2kmのとき，タクシーの料金は
何円か。

②　y＝650のときの xの値の範囲を，不等号を
使って表しなさい。

③　xの値が 3≦ x≦3 .5のとき，yのとりうる
値をすべて答えなさい。

④　yは xの関数であるといえるか。

②　yを xの式で表しなさい。また，xの変域も答えなさい。

③　重なった部分の面積が 32cm2になるのは，点Ｃが点Ｑの位置にきたときから何
秒後か。

②
左の図にかきなさい。

１０点×４

①

②

③

④

1）　辺 AB上 2）　辺 BC上

１０点×３

①

　1）

　2）

y＝ＡＤ×8× 
1
2

 ＝8×8× 
1
2

 ＝32y＝ＡＰ×ＡＱ× 
1
2

 ＝ x× x× 
1
2

 ＝ 
1
2

x 2

y＝2x×2x× 
1
2

 ＝2x 2

4秒後

18cm2

y＝32（8≦ x≦16）

y＝2x 2（0≦ x≦6）

y＝800，950

いえる。

500円

2＜ x≦2 .5

3秒後は，ＱＣ＝2×3＝6（cm），面積は，6×6× 
1
2

 ＝18（cm2）

y＝2x 2に y＝32を代入して，32＝2x 2→ x 2＝16，x＞0だから，x＝4

y＝ 
1
2

x 2（0≦ x≦8）



①　四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの相似比を求めなさい。

②　辺ＢＣ，ＧＨの長さを求めなさい。

③　∠Ｄの大きさを求めなさい。

①　 ②　

左の図にかきなさい。

右の図は点Ｏを適当にとり，ＯＡの

右の図で，四角形ＡＢＣＤ∽四角形ＥＦＧＨであるとき，次の問

いに答えなさい。

次の図で，相似な三角形を記号∽を使って表しなさい。また，そのときに使った相似条件

も書きなさい。

次の x の値を求めなさい。

右の図で，∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＥのとき，x，y の値を求めなさい。

①　5：x＝20：16 ②　3：8＝ x：40 ③　3：4＝（x－6）：12

１０点

１０点×２

x＝

y＝

①　相似な三角形

　　（相似条件）

②　相似な三角形

　　（相似条件）

５点×４

長さの 
１
２

 倍の位置に点Ａ′をとったも

のである。これと同様に点Ｂ′， Ｃ′を

とり，△ＡＢＣと相似な△Ａ′Ｂ′Ｃ′を

かきなさい。
１０点×３

①

②

③

x＝

x＝

x＝

５点×４

②
ＢＣ

ＧＨ

①

③

x×20＝5×16
x＝4

8× x＝3×40
x＝15

4×（x－6）＝3×12
4x－24＝36

x＝15

4

15

15

ＡＢ：ＥＦ＝3：6＝1：2

ＢＣ＝ 
2

18×1
ＧＨ＝ 

1
8×2

ＢＣ：18＝1：2 8：ＧＨ＝1：2

9cm

16cm

1：2

85°

9

40

△ＡＢＣ∽△ＦＥＤ

2組の角がそれぞれ等しい。

△ＡＢＣ∽△ＥＢＤ

2組の辺の比とその間の角

△ＡＢＣ∽△ＡＥＤだから，

相似比はＡＢ：ＡＥ＝16：4＝4：1
ＡＣ：ＡＤ＝4：1より，

36：x＝4：1
ＢＣ：ＥＤ＝4：1より，

y：10＝4：1

∠Ｂ＝180°－（60°＋35°）＝85°

ＡＢ：ＥＢ＝12：8＝3：2
ＢＣ：ＢＤ＝15：10＝3：2 がそれぞれ等しい。



右の図のように，ＡＤ   ＢＣである台形ＡＢＣＤがある。対角

線の交点をＥとするとき，△ＡＤＥ∽△ＣＢＥであることを証

明しなさい。

右の図のように，ＡＢ＝１０，ＡＣ＝１２の△ＡＢＣの辺ＡＢ，ＡＣ上にそれぞれＡＤ＝６，

ＡＥ＝５となる点Ｄ，Ｅをとった。このとき，△ＡＢＣ∽△ＡＥＤであることを証明しなさい。

川の向こう岸の地点Ａと，こちらの岸の地点Ｂとの距離を求め

ようとして，Ｃ地点を決めて測定すると，右の図のようになった。

［証明］

△ＡＤＥと△ＣＢＥにおいて

仮定より，ＡＤ  ＢＣで  角は等しいから
　∠ＡＤＥ＝∠ ①

　∠ＤＡＥ＝∠ ②

①，②より，  から
△ＡＤＥ∽△ＣＢＥ

［証明］

△ＡＢＣと△ＡＥＤにおいて

ＡＢ：ＡＥ＝１０：５＝２：１

ＡＣ：ＡＤ＝１２：６＝２：１

よって，  ：ＡＥ＝  ：ＡＤ ①

また，∠ＢＡＣ＝∠  （共通） ②

①，②より，  から
△ＡＢＣ∽△ＡＥＤ

このとき，縮尺 
１

１０００
 の縮図をかいて，ＡＢ間の距離を求めな

さい。

１０点×４

１０点×４

２０点

錯

ＣＢＥ

2組の角がそれぞれ等しい

ＢＣＥ

約24m

ＡＢ

ＡＣ

2組の辺の比とその間の

角がそれぞれ等しい　　

ＥＡＤ

Ａ′Ｂ′＝約24mm

よって，

ＡＢ＝24×1000
＝24000（mm）

＝24（m）



右の図の△ＡＢＣで，点Ｄ， Ｅ， Ｆがそれぞれ辺ＢＣ， ＣＡ， ＡＢの

中点である。このとき，x，y の値を求めなさい。

右の図はＡＤ   ＢＣの台形で，辺ＡＢの中点Ｐから，辺ＢＣに平行

な線をひき，辺ＤＣとの交点をＱとするとき， ＰＱの長さを求めなさ

い。

右の図で， ＡＤ＝ＤＢ＝ＢＦ， ＡＥ＝ＥＣであるとき，

次の長さを求めなさい。

①　ＢＧ

②　ＣＧ

右の図のように， ＡＢ＝ＣＤである四角形ＡＢＣＤがある。

線分ＡＤ， ＢＤ， ＢＣの中点をそれぞれＬ， Ｍ， Ｎとする。∠

ＡＢＤ＝４０°，∠ＢＤＣ＝９０°のとき，∠ＮＬＭの大きさを求

めなさい。

次の図で，ＰＱ   ＢＣのとき，x，y の値を求めなさい。

① ②

１０点×４

①

②

x＝

x＝

y＝

y＝

１０点

１０点×２

①

②

１０点×２

x＝

y＝

１０点

x：2＝6：3
y：9＝6：（6＋3）

3：x＝4：（16－4）
5：y＝4：16

ＰＲ＝ 
1
2

 ＢＣ＝6（cm）

ＲＱ＝ 
1
2

 ＡＤ＝4（cm）

よって，ＰＱ＝ＰＲ＋ＲＱ＝6＋4＝10（cm）

x＝ 
1
2

 ＢＣ＝9

y＝2ＦＤ＝16

ＢＧ＝ 
1
2

 ＤＥ＝5（cm）

ＢＣ＝2ＤＥ＝20（cm）

ＣＧ＝ＢＣ－ＢＧ＝20－5＝15（cm）

ＬＭ＝ 
1
2

 ＡＢ，ＭＮ＝ 
1
2

 ＣＤ

ＡＢ＝ＣＤより，△ＬＭＮは二等辺三角形

∠ＬＭＤ＝∠ＡＢＤ＝40°
∠ＮＭＤ＝180°－∠ＢＭＮ＝180°－∠ＢＤＣ＝90°
よって，∠ＬＭＮ＝40°＋90°＝130°となり，

∠ＮＬＭ＝ 
1
2

 ×（180°－130°）＝25°

5cm

15cm

25°

4

9

6

20

10cm

9

16



①
x＝

次の図で，ａ   ｂ   ｃのとき，x の値を求めなさい。
１０点×４

①

①

③

②

②

④

次の図で，ａ   ｂ   ｃのとき，x の値を求めなさい。

右の図で，ＡＢ   ＥＦ   ＣＤのとき，次の問いに答えなさい。

右の図の△ＡＢＣにおいて，次の問いに答えなさい。

①　ＡＥ：ＥＤを求めなさい。

②　ＥＦの長さを求めなさい。

①　ＢＤの長さを求めなさい。

②　ＡＰ：ＰＤを求めなさい。

②
x＝

③
x＝

④
x＝

①
x＝

②
x＝

１０点×２

１０点×２

１０点×２

①

①

②

②

x：6＝12：8
8：10＝ x：7 .5

15：6＝ x：4
6：x＝8：20

9

6

10

15

x′：10＝12：（12＋8）より，x′＝6
x＝6＋6＝12

x′：6＝2：（2＋10）より，x′＝1
x＝1＋5＝6

△ＡＢＥ∽△ＤＣＥより，

ＡＥ：ＥＤ＝12：24＝1：2

△ＡＢＤにおいて，

ＥＦ：12＝2：（1＋2）

ＢＤ：ＤＣ＝6：9＝2：3

ＢＤ＝10×
2＋3
2
＝4

ＡＰ：ＰＤ＝ＡＢ：ＢＤ＝6：4＝3：2

12

6

1：2

8

4

3：2



①

右の図の□ＡＢＣＤで，点Ｅは辺ＡＤの中点，点Ｆは辺ＢＣ

を２：５に分ける点である。対角線ＢＤがＡＦ，ＣＥと交

わる点をそれぞれＰ，Ｑとする。このとき，次の問いに答

えなさい。

１０点×３

①　BP：PDを求めなさい。 

③　BP：PQを求めなさい。

次の図で，△ＡＣＤの面積を求めなさい。

右の図の△ＡＢＣで，ＡＰ：ＰＢ＝４：５，ＡＱ：ＱＣ＝３：１のとき，

次の面積の比を求めなさい。

右の図の□ＡＢＣＤで，点Ｅは辺ＡＢを５：２に分ける点である。□ＡＢＣＤの面積が６３

cm2のとき，次の問いに答えなさい。

①　△ APQ：△ ABC

②　△ APQ：四角形 PBCQ

①　BF：FDを求めなさい。 

②　△ EBFの面積を求めなさい。

②

③

①

②

１０点×３

１０点×２

１０点×２

①

①

②

②

③

②　BQ：QDを求めなさい。

①　△ABDの面積が
　　18cm2

②　△ABCの面積が
　　48cm2

③　△ABCの面積が
　　39cm2

△ BFP∽△ DAPより，

BP：PD＝ BF：DA＝2：（2＋5）＝2：7

18：△ ACD＝3：5 48× 7+5
5
＝20

△ BFE∽△ DFCより，

BF：DF＝ BE：DC＝2：（2＋5）＝2：7

2：7

30cm2

2：1

20cm2

1：2

1：3

1：2

2：7

2cm2

18cm2

△ BCQ∽△ DEQより，

BQ：QD＝ BC：DE＝2：1

BD：DC＝14：12＝7：6

39× 7+6
6
＝18

△ EBD：△ ABD＝ EB：AB＝2：7より，

①より，△ EBF：△ EBD＝ BF：BD＝2：（2＋7）＝2：9なので，

△ ABDの面積は□ＡＢＣＤの半分だから，△ ABD＝63× 
1
2

 ＝ 
2
63

 （cm2） 

　△ EBF＝△ EBD× 
2
9

 ＝9× 
2
9

 ＝2（cm2） 

　△ EBD＝△ ABD× 
2
7

 ＝ 
2
63

 × 
2
7

 ＝9（cm2） 

①より，△ APQ：四角形 PBCQ

＝△ APQ：（△ ABC－△ APQ）＝1：（3－1）

△ ABQ＝△ ABC× 
3
4

 ＝1× 
3
4

 ＝ 
3
4

 

△ APQ＝△ ABQ× 
4
9

 

　　　  ＝ 
3
4

 × 
4
9

 ＝ 
1
3

 

よって，△ APQ：△ ABC＝ 
1
3

 ：1

△ ABCの面積を1とすると，
△ ABQ：△ ABC＝ AQ：AC＝3：4より，

また，△ APQ：△ ABQ＝ AP：AB

＝4：9より，

BDを1とすると，①より BP＝ 
2
9

 ，②より BQ＝  
2
3

 

また，PQ＝ BQ－ BP＝  
2
3

 － 
2
9

 ＝ 
4
9

 

よって，BP：PQ＝  
2
9

 ： 
4
9

  



②

①　△ BGFと台形 GFCDの面積の比を求めなさい。

②　□ ABCDの面積が100cm2のとき，台形 GFCDの面積を求めなさい。

①　円錐 Pと Qの表面積の比を求めなさい。

②　円錐 Pと Qの体積の比を求めなさい。

右の図の□ＡＢＣＤにおいて，ＡＥ＝４cm，ＥＤ＝１cm，

ＡＢ   ＥＦである。ＥＦと対角線ＢＤとの交点をＧとするとき，

次の問いに答えなさい。

右の図のように，相似な円錐Ｐ，Ｑがある。このとき，

次の問いに答えなさい。

１０点×２

①

１０点×２

１０点×３

１０点

①

②

１０点×２

②

①

②

①

③

次の相似な図形について，それぞれ面積の比を求めなさい。

①　△ ABC：△ PQR ②　円 O：円 Q

右の図で，ＤＥ   ＡＣ，△ＡＢＣ＝４５cm2のとき，△ＤＢＥの

面積を求めなさい。

③　円錐 Pの体積が５cm3のとき，円錐 Qの体積を求めなさい。

①　△ AFGの面積が3cm2のとき，台形 FBCGの面積を求めなさい。

②　正四角錐 A-BCDEの体積が 56cm3のとき，

切断した下の部分の体積を求めなさい。

右の図のように，正四角錐Ａ－ＢＣＤＥの辺ＡＢ，ＡＣ，ＡＤ，ＡＥの中点をそれぞれＦ，Ｇ，

Ｈ，Ｉとし，この４点を通る平面で正四角錐を切断する。このとき，次の問いに答えなさい。

△ DBE∽△ ABCより，

相似比は，DB：AB＝2：6＝1：3
面積の比は，△ DBE：△ ABC＝12：32＝1：9
△ DBE：45＝1：9より，△ DBE＝5cm2

△ BGF∽△ BDCより，相似比は4：5
面積の比は 42：52＝16：25，よって，台形 GFCD＝25－16＝9

△ AFGと△ ABCの面積の比は12：22＝1：4
よって，△ AFGと台形 FBCGの面積の比は，1：3

1：4

16：9

9：16

5cm2

18cm2

1：9

1：27

135cm3

49cm3

9cm2

相似比は 4：8＝1：2→面積比は 12：22 相似比は 3：4→面積比は 32：42

①より，□ ABCD＝△ BDC×2＝25×2＝50より，台形 GFCD：□ ABCD＝9：50
台形 GFCD：100＝9：50より，台形 GFCD＝18cm2

立体 Pと Qの体積の比は13：23＝1：8

よって，求める体積は，8－1＝7より，56× 
7
8
＝49（cm3）

相似比は，2：6＝1：3
表面積の比は，12：32＝1：9

体積の比は，13：33＝1：27

円錐 Qの体積を xcm3とすると，5：x＝1：27より，x＝135



次の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

①　

①　

②　

②　

③　

③　

④　

右の図で，∠ x，∠ y の大きさを求めなさい。

右の図で，ＡＢが円の接線のとき，∠ x の大きさを求めなさい。

右の図で，円周を１０等分したとき，∠ x の大きさを求めなさい。

次の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

右の図で，ＣＤ＝３ＡＢのとき，∠ x，∠ y の大きさを求めなさい。

５点×４

１０点×３

５点×２

１５点

１５点

５点×２

①

①

②

②

③

③

④

∠ x＝

∠ x＝

∠ y＝

∠ y＝

∠ x＝86°÷2＝43° ∠ x＝102°÷2
＝51°

∠ＢＯＣ＝48°×2＝96° ＢＣは直径だから，

∠ＢＡＣ＝90°
∠ x＝（180°－90°）÷2
＝45°

∠ x＝ 
2

180°－96°
 

＝42°

ＡＣは直径だから，∠ x＝90°
∠ＢＡＣ＝180°－（90°＋62°）

＝28°
∠ y＝∠ＢＡＣ＝28°

ＣＤ＝３ＡＢより，∠ x＝∠ＤＢＣ÷３＝57°÷3＝19°
△ＰＢＣにおいて，∠ y＝∠ x＋57°＝19°＋57°＝76°

線分ＢＣをひくと，ＡＢは円周の 
10
1

 だから，

∠ x＝28°＋24°
＝52°

∠ＢＦＣ＝∠ＢＡＣ＝28°
∠ＣＦＤ＝∠ＣＥＤ＝26°より，
∠ x＝28°＋26°
＝54°

∠ＡＯＢ＝38°×2＝76°
∠ x＝180°－（76°＋90°）
＝14°

∠ＣＢＤ＝∠ＣＡＤ＝18°
∠ x＝18°＋18°＋48°
＝84°

ＡＢに対する中心角は，360°× 
10
1

 ＝36°

よって，円周角は，∠ＡＣＢ＝36°÷2＝18°

ＣＤは円周の 
10
2

 で，ＡＢの2倍だから，∠ＤＢＣ＝18°×2＝36°

したがって，△ＥＢＣにおいて，∠ x＝18°＋36°＝54°

14°

54°

52°

54°

84°

90°

19°

28°

76°

43°

51°

42°

45°



１０点×２

①

②

次の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

①　 ②　

右の図で，△ＡＢＣに円Ｏが内接している

とき，x の値を求めなさい。
１０点

①　 ②　 ③　

次の図で，点Ｐは３点Ａ，Ｂ，Ｃの通る円のどの位置にあるか。

・円周上にある場合は，○を書きなさい。� ・円の内部にある場合は，「内」と書きなさい。

・円の外部にある場合は，「外」と書きなさい。

１０点×３

①

②

③

右の図において，４点Ａ， Ｂ， Ｃ， Ｄは円周上の点で，点Ｐは弦

ＡＣと弦ＢＤの交点である。このとき，△ＡＢＰ∽△ＤＣＰである

ことを証明しなさい。

［証明］

△ＡＢＰと△ＤＣＰにおいて

１０点×４

ＢＣに対する  角だから，∠ＢＡＰ＝∠ ①

また，対頂角だから，　　　　  ∠ＡＰＢ＝∠ ②

①，②より，  から
△ＡＢＰ∽△ＤＣＰ

∠ x＝180°－（60°＋50°＋30°）＝40°

ＢＰ＝ＢＱ＝6cm

ＡＰ＝ＡＢ－ＢＰ＝12－6＝6（cm）

ＡＲ＝ＡＰ＝6cm

ＣＲ＝ＣＱ＝13cm

よって，x＝ＡＲ＋ＣＲ＝6＋13＝19（cm）

50°

40°

19

外

○

内

円周

ＣＤＰ

2組の角がそれぞれ等しい

ＤＰＣ



①
x＝

１０点×３

②
x＝

③
x＝

①

②

１０点×３

１０点×２

１０点×２

①

②

次の図の直角三角形で，x の値を求めなさい。　

①

①　9cm，12cm，15cm

③

②

次のような３辺をもつ三角形のうち，直角三角形には○，直角三角形でないものには×を

書きなさい。

次の図で，x の値を求めなさい。

右の図の直角三角形ＡＢＣで，ＡＢはＡＣより４cm長く，ＢＣはＡＣより２cm長い。この

とき，次の問いに答えなさい。

① ②

①　ACの長さを xcmとして，xについての方程式をつくりなさい。

②　ACの長さを求めなさい。

③

①
x＝

②
x＝

②　8cm，10cm，4        cm10 ③　2      cm，2        cm，8cm2 14
〇

15

×

x 2＋（x＋2） 2＝（x＋4） 2

6cm

x2＋8 2＝17 2
　　　　x 2＝17 2－8 2
　　　　x 2＝225
x＞0だから，x＝15

9 2＋12 2＝225
152＝225

AB＝ x＋4，BC＝ x＋2だから，
x 2＋（x＋2） 2＝（x＋4 ） 2

①より，x 2＋ x 2＋4x＋4＝ x 2＋8x＋16
x 2－4x－12＝0
（x－6）（x＋2）＝0
x ＝6，－2
x＞0だから，x ＝6

6　2

〇

21

x 2＝6 2＋6 2

x 2＝72
x＞0だから，
x＝　　＝672 2

（2       ） 2＋（2         ） 2＝64
82＝64
2

△ ABDにおいて，

AD2＝ AB2 － BD2＝122－102＝44
△ ACDにおいて，

x ＝                            ＝

   ＝　　　＝2
AD 2＋ DC2 44＋4 2

60 15

△ ACDにおいて，

AC2＝ AD2＋ CD2＝62＋72＝85
△ ABCにおいて，

x ＝                           ＝

   ＝　　　
AC 2－ BC2

21

85－82

29

2　15

x 2＝5 2＋2 2

x 2＝29
x＞0だから，x＝ 29

8 2＋10 2＝164
（4　　） 2＝16010

14



①
x＝

５点×８

１０点×４

１０点×２

①
x＝

②

次の図で，x，y の値を求めなさい。

①

①　正三角形 

③

②

②　台形

次の図形について，高さと面積をそれぞれ求めなさい。

右の図のような△ＡＢＣについて，次の問いに答えなさい。

①　xの値を求めなさい。

②　△ ABCの面積を求めなさい。

2）

①
1）

②
1）

2）

, y＝

②
x＝ , y＝

③
x＝ , y＝

④
x＝ , y＝

④

１）　高さ AH 

２）　△ ABCの面積 

１）　高さ AH 

２）　台形 ABCDの面積

6

9

1
2

 ×（9＋17）×15＝195（cm2）

BH＝12－ xだから，
△ ABHにおいて，AH2＝72－（12－ x）2

△ ACHにおいて，AH2＝112－ x2

よって，72－（12－ x）2＝112－ x2を解いて，x＝9

16      cm2

4      cm

15cm

195cm2

12         cm2

6

7

3

5 3

7 2

4 2

5 2

12：x＝2：1より，x＝6
12：y＝2：      より，y＝6 33

x：7＝1：1より，x＝7
7：y＝1：      より，y＝7 22

17 2－82
CH＝ AD＝9より，BH＝17－9＝8
AH＝                   ＝15（cm）

8 3

3

3

10

16：x＝2：      より，x＝8
16：a＝2：1より，a＝8
y：8＝1：      より，y＝         ＝4

3

2
2
8

3

2

5：a＝1：1 より，a＝5
5：x＝1：      より，x＝5
5：y＝1：      より，y＝5

3 3
22

AH＝ CH＝2：       だから，

8：AH＝2：
AH＝4       （cm）

3

3
3

1
2

 ×8×4      ＝16      （cm2）33

AH＝                   ＝2        だから，

1
2

 ×12×2         ＝12         （cm2）

112－92 10

1010



次の図で，弦ＡＢの長さを求めなさい。

① ②

次の図で，線分ＡＢの長さを求めなさい。

次の２点間の距離を求めなさい。

①　AB，BC，ACの長さをそれぞれ求めなさい。

②　△ ABCの面積を求めなさい。

右の図の△ＡＢＣについて，次の問いに答えなさい。

１０点×２

１０点×２

１０点×３

①

②

１０点

１０点×２，①完答

①

②

①

②

③

①
AB

BC

AC

②

①　（2，3），（6，2） ②　（－1，3），（4，6） ③　（－3，－2），（2，5）

① ②

右の図のように，円Ｏの内側に，ＡＢ＝ＡＣ＝２１４cm の二等辺三

角形ＡＢＣが接している。中心Ｏと辺ＢＣとの距離が３cm であると

き，円Ｏの半径を求めなさい。 4cm

12cm

5      cm3

2         cm

6      cm3

34

17

2

3

15

5

5

ABの中点をMとすると，

∠ AMO＝90°，∠ AOM＝60°
AM：6＝      ：2より，AM＝3      （cm）

よって，AB＝2AM＝6      （cm）

3 3
3

OA＝ OB＝ xcmとすると，

△ OBMにおいて，BM2＝ x2－32

また，△ ABMにおいて，BM2＝（2         ）2－（x＋3）2

よって，x2－9＝56－（x2＋6x＋9）
これを解いて，x＝－7，4
x>0より，x＝4

14

21

74

65

AM＝                 ＝        （cm）

よって，AB＝2AM＝2        （cm）

52－22 21
21



１０点×２

１０点×２

１０点×２

①

②

１０点×３

１０点

①

②

①

②

①

②

③

次のような３辺をもつ直方体の対角線の長さを求めなさい。

①　3cm，5cm，8cm ②　6cm，6cm，6cm

右の図のように，底面が１辺６cm の正方形で，他の辺が８

cm の正四角錐がある。これについて，次の問いに答えなさい。

右の図のような底面の半径が６cm，母線の長さが１０cm

の円錐について，次の問いに答えなさい。

右の図のように，半径６cm の球を，中心から２cm の距離にあ

る平面で切るとき，次の問いに答えなさい。

右の図のように，底面の半径が３cm，母線の長さが５

cm の円錐の内側に球Ｏが内接している。このとき，球

Ｏの半径を求めなさい。

①　切り口の半径を求めなさい。

②　切り口の円の面積を求めなさい。

①　OHの長さを求めなさい。

②　この正四角錐の体積を求めなさい。

①　AOの長さを求めなさい。

②　この円錐の体積を求めなさい。

③　この円錐の表面積を求めなさい。

          cm

6      cm3

4      cm

3
2

 cm

12         cm3

8cm

96π cm3

96π cm2

32π cm2

7      cm2

46

46

2



下の図のように，長方形ＡＢＣＤを，頂点Ａが頂点Ｃに重なるように折り，折り目をＥＦと

する。このとき，ＤＥの長さを求めなさい。
２０点

２０点

下の図のように，円Ｏが直角三角形ＡＢＣ上の３点Ｐ， Ｑ， Ｒで内接している。このとき，次

の長さを求めなさい。

下の図のように，底面の半径が３cm，母線が１２cm の円錐がある。底面の円周上の点Ａ

から円錐の側面にそって，再び点Ａに戻ってくるようにひもをかけ，その長さが最短にな

るとき，次の問いに答えなさい。

下の図のように，直線 y ＝− 
１
３

x ＋５のグラフがある。このとき，原点Ｏから直線にひ

いた垂線ＯＨの長さを求めなさい。

①　円Ｏの半径

①　側面の展開図をかいたとき，そのおうぎ形の中心角を

求めなさい。

②　ＢＣ

②　ひもの長さを求めなさい。

１５点×２

①

②

１５点×２

①

②

これを解いて，ＯＨ＝  
10

15
 ＝ 

2

3 10

ＤＥ＝ x cmとすると，ＣＥ＝ＡＥ＝9－ x （cm）
△ＣＤＥにおいて，

4 2＋ x 2＝（9－ x）2

x＝ 
65
18

18
65

 cm

12 2 cm

2

3 10

90°

ＱＣ＝ x cmとすると，三平方の定理より，
6 2＋（x＋2）2＝（x＋4）2，
これを解いて，x＝6
よって，ＢＣ＝ＢＱ＋ＱＣ

＝4＋6
＝10（cm）

2cm

10cm

Ａ（0，5），Ｂ（15，0）より，

ＡＢ＝ （15－0）2＋（0－5）2  ＝ 5 10

△ＯＡＢの面積は，
1
2

 ×ＯＡ×ＯＢ＝ 
1
2

 ×5×15＝ 
75
2

360°× 
3
12

 ＝90°

また，△ＯＡＢ＝ 
1
2

 ×ＡＢ×ＯＨより，
1
2

 ×  5 10  ×ＯＨ＝ 
75
2

右の図の太線の長さだから，12× 2  ＝12 2  cm



２０点

１０点×２

１５点×２

②

①

②

次のア～カの調査の内，標本調査でするのが適切なものをすべて選び，記号で答えなさい。

①　この調査の母集団は何か。 ②　この調査の標本は何か。

②　この中学校の3年生全体の垂直跳びの平均は約何 cmと考えられるか，推測し
　なさい。

ア　学校での学力検査  

ウ　新聞社が行う内閣支持率調査  

オ　テレビ番組が行うアンケート調査

イ　ある県の中学生の通塾率調査 

エ　かんづめの品質検査 

カ　学校で行う健康診断

ある中学校の生徒７８０人の中から無作為に５０人を選び，１週間の睡眠時間を調査した。

このとき，次の問いに答えなさい。

右の表は，ある中学校の３年生２１６人の中から，無作為に１０人を選び，垂直跳びの記録

を調べたものである。このとき，次の問いに答えなさい。

①　この調査の標本の大き

さを答えなさい。

①

１５点

１５点

ある工場で作られた製品の中から，１００個の製品を無作為に抽出して調べたところ，２個

が不良品であった。この工場で作られた４５００個の製品の中にふくまれる不良品は，およ

そ何個と推定できるか。

ある養殖池に，ニジマスがどのくらいいるか調べるために，５０匹のニジマスをつかまえて，

その全部に印をつけて池にもどした。数日後，無作為に３０匹つかまえたところ，印のつい

たニジマスは２匹であった。この池にいるニジマスは，およそ何匹と推定できるか。

イ，ウ，エ，オ

選んだ50人

ある中学校の生徒780人

10

約53 .2cm

およそ90個

およそ 750匹

4500個にふくまれる不良品の個数を x個とする。
・標本の（不良品の製品の個数）：（製品の総数）＝2：100
・母集団の（不良品の製品の個数）：（製品の総数）＝ x：4500
・標本と母集団の比率は同じだと考えられるので，2：100＝ x：4500
→ 100x＝9000 → x＝90

この池に，およそ x匹のニジマスがいるとする。
・標本の（印のついたニジマスの数）：（ニジマスの総数）＝2：30
・母集団の（印のついたニジマスの数）：（ニジマスの総数）＝50：x
・標本と母集団の比率は同じだと考えられるので，2：30＝50：x
→ 2x＝1500 → x＝750


